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は
じ
め
に

昨
年
末
、
大
学
時
代
の
先
輩
の
奥
さ
ん
か
ら
電
話
を
い
た
だ
い
た
。
先
だ

っ
て
、
先
輩
に
送
っ
た
ホ
ロ
島
戦
記
（
佐
藤
裕
紀
氏
の
「
最
悪
の
玉
砕
戦
場

／
独
立
混
成
五
十
五
旅
団
（
菅
）
戦
記

）
の
中
に
、
先
輩
の
お
父
さ
ん
の

」

名
前
が
載
っ
て
い
た
と
い
う
の
で
す
。
お
父
さ
ん
の
名
前
は
「
旅
団
工
兵
隊

隊
長
、
須
藤
進
吾
中
尉

（
進
吾
は
「
信
吾
」
の
誤
り

」
と
あ
り
ま
し
た
。

」

）

、

、

。

、

奥
さ
ん
は

読
ん
で
い
て
気
が
つ
き

驚
か
れ
た
よ
う
で
し
た

お
か
げ
で

次
か
ら
次
と
霧
が
晴
れ
る
よ
う
に
事
実
が
見
え
て
き
ま
し
た
。

悲
惨
な
戦
場
ホ
ロ
島

須
藤
信
吾
さ
ん
の
亡
く
な
ら
れ
た
の
は
フ
ィ
リ
ピ
ン
の
ス
ー
ル
ー
諸
島
に

あ
る
ホ
ロ
島
で
し
た
。
ホ
ロ
島
の
守
備
隊
は
独
立
混
成
第
五
十
五
旅
団
が
中

核
で
、
そ
の
装
備
は
劣
悪
で
し
た
。
ホ
ロ
島
に
米
軍
が
上
陸
し
た
の
は
一
九

四
五
年
四
月
九
日
で
、
日
本
軍
は
ホ
ロ
市
及
び
飛
行
場
か
ら
敗
走
、
ツ
マ
ン

タ
ン
ガ
ス
山
に
後
退
し
、
さ
ら
に
八
月
に
は
シ
ロ
マ
ン
山
へ
と
敗
走
を
続
け

ま
す
。
こ
の
敗
走
を
日
本
軍
は
「
転
進
」
と
称
し
ま
し
た
。
そ
し
て
、
九
月

一
六
日
に
日
本
軍
は
米
軍
に
降
伏
し
ま
し
た
。
米
軍
上
陸
後
の
戦
闘
は
、
武

器
・
弾
薬
、
食
糧
、
医
療
・
衛
生
の
絶
対
的
不
足
に
よ
り
、
悲
惨
極
ま
る
も

の
で
し
た
。
藤
岡
明
義
著
『
敗
残
の
記
／
玉
砕
地
ホ
ロ
島
の
記
録

（
中
公

』

文
庫
）
に
よ
る
と
、
ホ
ロ
島
で
は
約
六
千
人
の
日
本
軍
の
う
ち
生
還
者
は
八

〇
数
名
に
過
ぎ
な
か
っ
た
と
あ
り
ま
す
。
ま
た
、
防
衛
庁
防
衛
研
修
所
戦
史

室
著
『
戦
史
叢
書

捷
号
陸
軍
作
戦
（
２
）
／
ル
ソ
ン
決
戦

（
朝
雲
新
聞

』

社
）
で
は

「
生
存
者
は
一
三
五
名
に
す
ぎ
ず
、
す
な
わ
ち
、
九
六

は
戦

、

%

没
し
て
い
た

」
と
あ
り
ま
す
。
こ
れ
を
日
本
軍
は
「
玉
砕
」
と
美
称
し
ま

。

し
た
が
、
そ
の
敗
走
戦
は
「
飢
餓
と
炊
飯
と
雨
」
に
苦
し
め
ら
れ
ま
し
た
。

兵
隊
を
「
消
耗
品
」
と
見
る
日
本
軍
の
体
質
が
多
く
の
将
兵
の
無
残
な
死
を

も
た
ら
し
た
と
言
え
ま
す
。

七
月
二
六
日
に
兵
団
部
隊
長
会
議
で
「
転
進
」
の
決
定
が
な
さ
れ
ま
す
。

藤
岡
前
掲
書
に
は

「
大
部
隊
で
は
行
動
敏
速
を
欠
き
、
敵
に
発
見
さ
れ
易

、

い
為
、
全
兵
力
を
二
班
に
分
け
、
各
班
コ
ー
ス
を
異
に
し
、
シ
ロ
マ
ン
山
の

東
南
麓
に
落
合
う
手
筈
が
決
ま
っ
た

（
中
略
）
第
一
班
は
兵
団
司
令
部
、

。

川
西
部
隊
、
工
兵
部
隊
等
か
ら
成
り
、
我
が
谷
川
部
隊
は
神
田
部
隊
と
共
に

第
二
部
隊
を
編
成
し

（
中
略
）
シ
ロ
マ
ン
山
に
至
る
と
い
う
の
で
あ
る

」

、

。

と
あ
り
ま
す
。
ま
た
、
そ
の
時
の
惨
状
を
次
の
よ
う
に
記
録
し
ま
す

「
残

。

留
者
（
負
傷
者
、
疾
病
者
）
は
、
我
々
の
出
発
せ
ぬ
前
か
ら
自
決
を
始
め
、

我
々
は
さ
な
が
ら
連
続
す
る
彼
ら
の
自
爆
音
に
よ
っ
て
、
送
り
出
さ
れ
る
如

。

、

、

。
」

き
感
す
ら
あ
っ
た

残
留
者
は

全
部
で
七

八
〇
名
も
あ
っ
た
で
あ
ろ
う

須
藤
信
吾
さ
ん
は
工
兵
隊
長
で
あ
り
、
兵
団
司
令
部
の
あ
る
第
一
部
隊
に

い
た
と
思
わ
れ
ま
す
。
そ
の
後
、
戦
死
さ
れ
た
と
想
像
さ
れ
ま
す
。
先
輩
の

悲
惨
な
戦
場
ホ
ロ
島
、
父
の
戦
死
と
中
国
侵
略

一
九
五
〇
年
代
の
靖
国
神
社
遺
児
参
拝
の
実
像
（
４
）

松
岡

勲
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奥
さ
ん
が
靖
国
神
社
に
須
藤
信
吾
さ
ん

の
戦
没
の
状
況
を
問
い
合
わ
さ
れ
て
届

い
た
「
回
答
」
に
は

「
階
級
・
陸
軍

、

大
尉

「
所
属
部
隊
・
独
立
混
成
第
五

」

十
五
旅
団
通
信
隊

（

工
兵
隊
」
の
誤

」
「

り

「
死
没
年
月
日
・
昭
和
二
十
年
八

）
月
十
二
日

「
死
没
場
所
・
比
島
ス
ー

」

ル
群
島
ホ
ロ
島
シ
ロ
マ
ン
山

「
合
祀

」

年
月
日
・
昭
和
三
十
二
年
十
月
十
七

日
」
と
な
っ
て
い
ま
す
。
二
七
歳
で
し

た
。奥

村
達
造
著
『
ホ
ロ
島
戦
記
／
独
立

混
成
第
五
十
五
旅
団
砲
兵
隊
第
二
中
隊

員
の
手
記

（
私
家
本
）
に
は
、
ホ
ロ

』

島
か
ら
ミ
ン
ダ
ナ
オ
島
の
米
軍
捕
虜
収

容
所
に
送
ら
れ
る
と
き
に
見
た
幻
影
を

次
の
よ
う
に
書
い
て
い
ま
す

「
私
は
こ
の
と
き
、
遠
ざ
か
り
ゆ
く
ホ
ロ
島

。

の
浜
辺
に
、
戦
友
達
の
姿
を
見
た
。
痩
せ
さ
ら
ば
え
て
、
ジ
ャ
ン
グ
ル
の
中

に
死
ん
で
行
っ
た
戦
友
達
が
、
浜
辺
に
ひ
し
め
き
あ
っ
て
声
を
限
り
に
呼
ん

で
い
る
姿
を

『
お
う
い
、
行
っ
て
し
ま
う
の
か
あ
、
俺
達
も
連
れ
て
い
っ

。

て
呉
れ
え

」
と
。

』

そ
れ
で
は
、
多
く
の
将
兵
を
ホ
ロ
島
等
の
太
平
洋
上
の
島
々
に
置
き
去
り

に
し
、
死
線
を
彷
徨
わ
せ
る
戦
争
が
な
ぜ
行
わ
れ
た
の
で
し
ょ
う
か
。
そ
の

原
因
は
太
平
洋
戦
争
末
期
の
一
九
四
四
年
七
月
二
六
日
に
作
ら
れ
た
日
本
軍

「

」

。（
「

」

「

」

、

の

捷

号
作
戦

に
あ
り
ま
す

捷

と
は

勝
つ

と
い
う
意
味
で

し
よ
う
ご
う

な
ん
と
い
う
皮
肉
な
名
称
で
し
ょ
う
か

）
奥
村
前
掲
書
に
よ
る
と

「

捷

。

、
『

』

、

号
作
戦

と
は

絶
対
国
防
圏
の

防
衛
線
を
、
千

島
、
本
土
、
南

西
諸
島
（
沖
縄

方
面

、
台
湾
、

）

フ
ィ
リ
ピ
ン
を

連
ね
る
線
に
後

退
さ
せ

『
捷
一

、

号
』
か
ら
『
四

号
』
ま
で
の
作

戦
計
画
か
ら
成

り

『
一
号
』
が

、
比
島
戦
線
に
適

用
さ
れ
る
も
の

で

「
フ
ィ
リ

」
、

ピ
ン
の
地
上
決
戦
は
ル
ソ
ン
島
」
と
さ
れ
ま
し
た
。

こ
れ
に
よ
り
ル
ソ
ン
島
以
外
の
太
平
等
上
の
日
本
軍
占
領
地
域
は
防
衛
戦

か
ら
除
外
さ
れ
た
の
で
し
た
。
ホ
ロ
島
も
そ
う
で
し
た
。
ま
さ
に
太
平
洋
上

に
散
開
す
る
多
数
の
将
兵
は
放
擲
さ
れ
、
棄
民
と
さ
れ
た
の
で
し
た
。

ホ
ロ
島
の
戦
闘
で
も
う
ひ
と
つ
気
に
な
る
こ
と
が
あ
り
ま
す
。
藤
岡
前
掲

書
の
な
か
で
イ
ス
ラ
ー
ム
系
の
モ
ロ
民
族
の
襲
撃
が
頻
繁
に
出
て
き
ま
す

が
、
著
者
は
モ
ロ
民
族
の
特
徴
を
「
す
べ
て
熱
心
な
る
回
教
徒
で
あ
る
が
、

其
の
排
他
、
背
信
、
獰
猛
、
精
悍
、
残
忍
性
」
と
し
、
随
所
の
叙
述
に
モ
ロ

民
族
へ
の
嫌
悪
感
、
憎
悪
感
、
襲
撃
の
恐
怖
が
現
れ
て
い
ま
す
。
し
か
し
、

よ
く
考
え
て
み
る
と
、
日
本
軍
の
侵
略
で
土
地
と
食
料
、
そ
し
て
人
命
を
奪

ホロ島（フィリピン 『敗残の記』より）
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わ
れ
た
彼
ら
の
怒
り
と
抵
抗
は
当
然
の
こ
と
で
あ
っ
た
と
思
え
ま
す
。

私
の
父
は
中
国
河
北
省
で
戦
死
し
て
い
ま
す
が
、
こ
の
ホ
ロ
島
の
日
本
軍

生
存
者
の
現
地
人
へ
の
視
線
は
、
中
国
戦
線
で
の
日
本
軍
の
八
路
軍
や
国
民

党
軍
へ
の
視
線
、
も
し
か
し
て
父
の
視
線
で
も
あ
っ
た
の
で
は
な
い
か
と
思

い
ま
し
た
。

父
の
戦
死
と
中
国
侵
略

須
藤
信
吾
さ
ん
の
ホ
ロ
島
で
の
戦
死
を
調
べ
て
い
て
、
私
の
父
の
中
国
で

の
戦
死
に
つ
い
て
も
調
べ
直
し
ま
し
た
。
私
の
父
・
松
岡
徳
一
は
、
二
度
目

の
召
集
で
、
一
九
四
五
年
一
月
二
二
日
に
中
国
湖
北
省
鄂

城
県
梁
子
島
西

が
く
じ
よ
う

り
よ
う
し

南
三
〇
〇
メ
ー
ト
ル
で
戦
死
し
ま
し
た
（
死
亡
告
知
書

。
現
認
報
告
書
に

）

よ
れ
ば
、
父
は
「
第
五
野
戦
補
充
隊
工
兵
隊
」
に
所
属
し
、
戦
死
時
に
は
最

前
線
に
お
り

「
顱
頂
部
左
顎
部
穿
透
性
貫
通
銃
創
（
脳
損
傷

」
で
即
死
で

、

）

し
た
。
三
五
歳
で
し
た
。
防
衛
庁
防
衛
研
修
所
戦
史
室
著
『
戦
史
叢
書

昭

和
二
十
年
の
支
那
派
遣
軍
（
１

』
に
よ
る
と
、
第
五
野
戦
補
充
隊
工
兵
隊

）

は
「
武
昌
県
青
山
（
武
昌
北
東
二
〇
キ
ロ
メ
ー
ト
ル
）
地
区
の
警
備
」
を
担

当
し
た
と
あ
り
ま
す
。

戦
没
地
で
あ
る
湖
北
省
鄂
城
県
梁
子
島
に
つ
い
て
調
べ
て
見
ま
し
た

梁
。「

子
島

湖

は
観
光
ス
ポ
ッ
ト
と
し
て
出
て
き
ま
す

父
の
戦
死
し
た

湖

（

）
」

。

「

北
省
鄂
城
県
梁
子
島
（
湖

」
は
「
鄂
州
市
」
に
あ
り
ま
す
。
ま
た
、
第
五

）

野
戦
補
充
隊
工
兵
隊
の
置
か
れ
た
の
は
「
武
昌
」
で
す
。
歴
史
上
「
武
昌
」

と
「
鄂
州
」
は
幾
度
も
地
名
が
交
換
し
て
い
る
と
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
に
書
か

れ
て
い
ま
す
し

武
昌

は
現
在
で
は

武
漢
市

で
す

で
す
か
ら

鄂

、「

」

「

」

。

、「

州

「
武
漢

（

武
昌

）
は
ほ
ぼ
同
一
地
あ
る
い
は
近
接
し
て
い
る
と
考
え

」

」
「

」

て
い
い
と
思
い
ま
す
。
私
は
い
ず
れ
父
の
戦
死
し
た
地
に
立
ち
た
い
と
思
っ

て
い
ま
す
が
、
そ
の
際
に
は
武
漢
市
を
訪
ね
る
こ
と
に
し
ま
す
。

、

「

」

「

」

、

ま
た

自
宅
に
残
っ
て
い
た

弔
辞

の
部
隊
長
名
は

石
桁
和
郎

で

前
掲
書
『
戦
史
叢
書

昭
和
二
十
年
の
支
那
派
遣
軍
（
１

』
に
は

「
第
五

）

、

野
戦
補
充
隊
工
兵
隊
（
長

石
桁
和
郎
少
佐

」
と
あ
り
ま
す
。
ま
た
、
第

）

「

、

五
野
戦
補
充
隊
は

昭
和
十
九
年
三
月
大
阪
で
編
成
し
て
中
支
那
へ
派
遣
し

第
十
一
軍
隷
下
に
入
り
、
武
漢
地
区
の
防
衛
に
任
じ
た
。
司
令
部
は
漢
口
に

位
置
し
た

」
。

先
の
石
桁
和
郎
部
隊
長
の
「
弔
辞
」
に
よ
る
と
、
第
五
野
戦
補
充
隊
工
兵

隊
は
「
昭
和
一
九
年
三
月

（
中
略
）
高
槻
工
兵
隊
に
て
編
成

「
門
司
、
青

、

」

島
、
南
京
を
経
て
漢
口
に
到
着

「
京
漢
作
戦
に
参
加

「
再
び
反
転
し
て
湘

」

」

桂
作
戦
に
従
軍
」
と
あ
り
ま
す
。
こ
の
京
漢
作
戦
、
湘
桂
作
戦
は
一
九
四
四

年
四
月
か
ら
行
わ
れ
た
日
本
軍
に
よ
る
中
国
占
領
作
戦
で

京
漢
作
戦

湘

、「

」「

桂
作
戦
」
を
含
ん
で
全
体
は
「
大
陸
打
通
作
戦
（
一
号
作
戦

」
と
言
い
ま

）

す
。
そ
れ
が
終
わ
る
の
は
一
九
四
四
年
一
二
月
で
す
。
そ
の
作
戦
終
了
直
後

に
父
は
戦
死
し
て
い
ま
す
（
一
九
四
五
年
一
月

。
ま
た
、
一
九
四
四
年
七

）

月
に
「
捷
号
作
戦
」
が
決
定
さ
れ
ま
す
。
須
藤
信
吾
さ
ん
は
「
捷
号
作
戦
」

で
棄
民
と
し
て
放
置

せ
ら
れ
て
、
ホ
ロ
島

で
戦
死
し
ま
す
（
一

九
四
五
年
八
月

。
）

ど
ち
ら
も
工
兵
隊
で

し
た
。

ウ
ィ
キ
ペ
デ
ィ
ア

に
は

「
大
陸
打
通

、

作
戦
は
、
日
中
戦
争

中
の
一
九
四
四
年
四

父、徳一（1944-1、二度目の出征時）



4

月
一
七
日
か
ら
一
二
月
一
〇
日
に
か
け
て
、
日
本
陸
軍
に
よ
り
中
国
大
陸
で

行
わ
れ
た
作
戦
。
正
式
名
称
（
日
本
側
作
戦
名
）
は
一
号
作
戦
。
そ
の
結
果

発
生
し
た
戦
闘
に
つ
い
て
の
中
国
側
呼
称
は
豫
湘
桂
会
戦
。
前
半
の
京
漢
作

戦
（
コ
号
作
戦
）
と
後
半
の
湘
桂
作
戦
（
ト
号
作
戦
）
に
大
き
く
分
け
ら
れ

る
。
日
本
側
の
投
入
総
兵
力
五
〇
万
人
、
作
戦
距
離
二
四
〇
〇
キ
ロ
メ
ー
ト

ル
に
及
ぶ
大
規
模
な
攻
勢
作
戦
で
、
計
画
通
り
の
地
域
の
占
領
に
成
功
し
て。

」

日
本
軍
が
勝
利
し
た
も
の
の
戦
略
目
的
は
十
分
に
は
実
現
で
き
な
か
っ
た

と
あ
り
ま
す
。

『

（

）
』

Ｎ
Ｈ
Ｋ
証
言
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
著

証
言
記
録

兵
士
た
ち
の
戦
争

１

（
Ｎ
Ｈ
Ｋ
出
版
）
の
中
に
「
中
国
大
陸
打
通

苦
し
み
の
行
軍
一
五
〇
〇
キ

ロ

静
岡
県
・
歩
兵
第
三
十
四
連
隊
」
が
あ
り
ま
す
。
こ
の
本
は
元
兵
士
た

ち
の
証
言
を
も
と
に
、
大
陸
打
通
作
戦
の
実
態
を
描
い
て
い
ま
す
。
こ
れ
に

よ
る
と
、
大
陸
打
通
作
戦
は
、
第
二
次
世
界
大
戦
で
米
軍
の
前
に
敗
北
を
重

ね
て
い
た
日
本
が
、
南
方
と
の
陸
上
交
通
路
を
確
保
す
べ
く
広
大
な
中
国
大

陸
縦
断
を
目
指
し
た
陸
軍
史
上
最
大
の
作
戦
で
す
。
そ
れ
は
参
謀
本
部
内
で

も
中
止
論
が
出
る
ほ
ど
無
謀
な
も
の
で
し
た
。
静
岡
県
出
身
者
で
編
成
さ
れ

た
陸
軍
歩
兵
第
三
十
四
連
隊
は
、
そ
の
先
陣
部
隊
と
し
て
参
加
し
、
兵
士
た

、

。

ち
は
コ
レ
ラ
や
赤
痢
に
倒
れ

弾
薬
が
尽
き
る
な
か
突
撃
し
て
い
き
ま
し
た

兵
士
た
ち
を
ま
ず
苦
し
め
た
の
は
水
不
足
で
し
た
。
渇
き
に
耐
え
ら
れ
な
く

な
っ
た
兵
士
が
口
に
し
始
め
た
の
は
、
田
ん
ぼ
や
道
ば
た
の
泥
水
で
し
た
。

ま
た
、
民
家
の
土
間
に
藁
だ
け
の
野
戦
病
院
で
、
粗
末
な
医
療
物
資
し
か
な

く
、
受
け
た
治
療
は
あ
ま
り
に
惨
め
で
し
た
。
行
軍
の
苦
し
さ
の
あ
ま
り
、

兵
士
た
ち
の
中
に
は
自
ら
命
を
絶
つ
者
が
現
れ
は
じ
め
ま
し
た
。
兵
士
た
ち

は
中
国
人
の
集
落
か
ら
食
糧
を
略
奪
し
、
そ
れ
に
抵
抗
す
る
中
国
人
を
殺
戮

し
て
い
き
ま
す
。
大
陸
打
通
作
戦
の
実
態
は
悲
惨
で
残
虐
な
も
の
で
し
た
。

大陸打通作戦関係図『兵士たちの戦争(1)』より
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（
な
お
、
こ
の
番
組
は
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
上
で
見
る
こ
と
が
で
き
ま
す

）
。

こ
の
よ
う
な
中
国
戦
線
で
の
日
本
軍
の
侵
略
行
為
の
な
か
に
父
の
戦
死
を

置
い
た
と
き
、
単
に
戦
争
の
被
害
者
と
し
て
で
は
な
く
、
中
国
侵
略
の
加
害

者
の
側
に
父
が
い
た
こ
と
が
見
え
て
き
ま
し
た
。

（
追
記
）

父
の
一
回
目
の
召
集
は
一
九
三
七
年
八
月
で
、
陸
軍
工
兵
（
輜
重
兵
、
兵

站
部
自
動
車
部
隊
）
と
し
て
入
営
し
、
九
月
に
中
国
に
上
陸
し
、
北
京
、
太

原
、
漢
口
、
徐
州
へ
と
派
兵
さ
れ
ま
し
た
。
父
は
ま
だ
独
身
で
し
た
。
一
九

四
〇
年
七
月
に
召
集
解
除
に
な
り
ま
し
た
。
出
征
の
際
の
家
族
写
真
が
残
っ

て
い
ま
す
が
、
庶
民
の
側
の
戦
争
責
任
を
感
じ
さ
せ
ら
れ
ま
す
。

お
わ
り
に

私
と
私
の
先
輩
が
そ
れ
ぞ
れ
中
学
校
三
年
生
時
に
靖
国
神
社
遺
児
参
拝
に

行
っ
て
い
た
こ
と
が
分
か
り
、
そ
れ
を
契
機
に
ホ
ロ
島
で
亡
く
な
ら
れ
た
先

輩
の
お
父
さ
ん
と
戦
争
、
中
国
湖
北
省
で
亡
く
な
っ
た
私
の
父
と
戦
争
に
つ

い
て
考
え
て
み
ま
し
た
。
今
後
も
戦
争
の
被
害
・
加
害
の
関
係
を
意
識
的
に

と
ら
え
返
し
て
い
き
た
い
と
思
っ
て
い
ま
す
。
最
後
に
前
回
紹
介
し
ま
し
た

茨
木
市
安
威
地
区
の
戦
死
者
共
同
墓
地
の
墓
碑
を
調
べ
ま
し
た
の
で
、
そ
れ

を
表
に
し
て
報
告
し
ま
す
。

（
二
〇
一
三
・
六
・
一
）

出征の際の家族写真(1937-8)


